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「人とかかわる力」を育む音楽活動
―「ひげじいさん活動」に見られる、子どものかかわりの変容に着目して―
Musical activities for nurturing “skills for involvement with people”
-Focusing on changes in involvement of children as seen through 
“Grandpa Beard Activities”-
植　田　恵　理　子
UETA Eriko
This study focuses on nurturing children’s “skills for involvement with people” through 
musical activities to develop the hand game called “Grandpa Beard” into an expressive game, 
and analyzes the results. It was broadly seen that children expanded their interest from the 
hand game to an expressive game（confirmation of rules, making proposals, and consulting 
etc.）during activities, and did activities as a community with the same interests. It became 
clear that doing activities while solving problems and introducing involvement in daily 
musical activities at nursery schools were effective in nurturing children’s “skills for 
involvement with people”. 
Keywords: hand games, expressive games, musical activities, skills for involvement with 
people
1．研究目的と背景
兵庫県教育委員会は、「指導の手引き：人とのかかわりを豊かにする教育の推進（1）」の中で、
現実の地域社会において、幼児が「人とかかわる力」を自然に身に着けていく機会が失われて
いることを指摘している。また、領域「人間関係」のねらいに新たに加わった「人とのかかわ
りを深める」という内容を取り上げ、自己から他者の世界へ視野を広げる幼児期に、様々な体
験を通して「人とかかわる力」を育成していくことの重要性を述べている。文部科学省は、「コ
ミュニケーション教育推進会議」を設置し、「子どもたちのコミュニケーション能力を育むため
に～『話し合う・創る・表現する』ワークショップへの取組～」を展開している。その審議経
過報告のはじめの部分には、これからの時代を生きる子どもたちに求められる能力として、「自
己を確立しつつ、他者を受容し、多様な価値観を持つ人々とともに思考し、協力・協働しなが
ら課題を解決すること」と謳っている。また、現在の子どもたちの現状として、「気の合う限ら
れた集団の中でのみ、コミュニケーションをとる傾向、様々な体験などの機会の減少により、身
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体性や身体感覚が乏しくなっていることが、他者との関係づくりに負の影響を及ぼしている（2）」
と記している。
幼児や児童を対象とした、このような状況を踏まえ、保育現場では、人とコミュニケーショ
ン（保育現場の場合は、言葉によるものだけではなく、表現なども含む）をとり合うことによ
り、他者との関係を深め、協同・協働することを大切にした「人とかかわる力」の育成が急務
であると考える。小学校への滑らかな移行を考えると、自分の思いを身体表現や言葉などで表
出するだけではなく、他者の表現を観察し、意見を言い合うことにより生じる共感、葛藤など
の体験を通して、自己から他者の世界へ視野を広げる試みを、園の活動に構成的に盛り込む必
要がある。活動中に得た、「他者の表現や思いを認め、自分の意見を言ったり、他者の意見を聞
いたりして、活動を円滑に推し進めた経験」が、「折り合う・工夫する・調整する」ことを自然
に身に着けることにつながり、自分と意見を異とするグループも含め、全員で協同して活動を
楽しむ姿勢を育む。このような姿勢を保育の場でゆっくりと育み、小学校につなげていくため
にも、幼稚園・保育園の遊びの中で、園児全員で協力して体験的に学ぶ機会を頻繁に取り入れ
ることが必要である。
筆者は、小学校の「協同して学ぶ力」につながる、保育現場の「人とかかわる力」を育む音
楽活動を重視し、音楽活動を、特別なプロジェクトや行事のためだけではなく、人との相互関
係を考える試みとして捉え、保育方法の提案を行ってきた。活動の際、協同の学びにつながる
ような工夫が、保育中で日常茶飯事に行なわれることにより、人とかかわる力は自然に引き出
されていく。そこで、歌う活動を伴った手遊びと表現遊びを活用する方法を提案する。手遊び
も表現遊びも、保育の場でよく行われる遊びではあるが、常にかかわりを意識した遊びとして
取り上げられているとは限らない。本稿では、手遊びを表現遊びに発展させる音楽活動を題材
として取り上げ、活動中に見られた、かかわりの中で積極的に活動を展開させていく子どもの
変容を捉え、「人とかかわる力」を育む音楽活動の具体的方法の提案と、その有効性を明らかに
する。
2．「人とかかわる力」を育むための活動題材「表現遊び」・「手遊び」について
ここでは、「表現遊び」・「手遊び」の内容と特徴、「人とかかわる力」を育む題材として取り
上げる理由と留意点、2つの遊びを組み合わせることの有効性について記す。
（1）「表現遊び」について
ここでいう「表現遊び」とは、生活発表会の練習などに見られるように、作品を意識したも
のを指すのではなく、保育中の生活や活動過程でよく見られる、身体表現を駆使して、自分た
ちの思いを先生や友達に伝えるなどの表出行為を指す。表現遊びは、活動の最中に、突発的に
起こる場合もあり、子どもたちが動物や物・違う人物になりきる、歌唱活動時に歌詞に沿った
表現を試みる、他者とコミュニケーションをとり合うときに、身振りを交えながら意見を言う
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など、様々な形で現れる。表現遊びは、表現する行為を通して、人に認められたり、批評され
たり、コミュニケ―ションをとり合う機会につながるため、人とかかわる力を育む活動として
役立てることが可能である。
表現遊びの際、しばしば問題になるのは、個々の身体表現を教師に見せたがる子どもが多い
ため、他者の表現を見る余裕がなく、一方的な表出活動になる点である。また、表現が苦手な
子や、現実と架空の世界との切り替えが難しい子にとっては、恥ずかしがる、雰囲気を壊すよ
うな発言をすることにより、表現遊びへの参加が困難になる場合もある。表現遊びを通して、人
とかかわる力を育むためには、自分の思いを他者に向けて表出し、互いの表現を認めあうよう
な声がけを教師が頻繁に行い、園児の表現しようとする気持ちを高め、他者の表現を十分観察
する姿勢を育むように援助する必要がある。また、意見を調整しながら、表現を考え合う機会
を活動に取り入れ、本音を言い合い、それを互いに認め合う体験に、活動が広がっていくよう
見守る必要がある。表現が苦手な子どもに対しては、架空の世界における問題解決など、共通
の目的を設定したり、全員がなりきることの楽しさを実感できるような活動を展開することが
必要になる。
以上により、表現遊びを「人とかかわる力」を育むための活動題材にするためには、「互いの
表現を認め合う、グループエンカウンターの考えを意識した声がけを教師が行う」「表現活動が、
問題解決など、目的を共有した楽しい活動になるように教師が心がけ、活動を見守る」、以上 2
点に留意することが必要だと考える。
（2）「手遊び」について
手遊びは園の日常生活の中で、頻繁に行われている。たいていは、教師が行う手遊びを園児
が真似する方法で行われ、多いときには、保育中に数回行う場合もある。子どもを落ち着かせ
たり、集中させたり、活動前の期待を膨らませるための導入として使用する場合もある。教師
が、自由遊びからクラス全体で行う活動に切り替えるときに、全員の気持ちを一つにする目的
で行う場合も多い。手遊びは子どもに人気があり、全員が歌や身振りを覚えているものが多い
ので、現場では、教師不在の時でも口ずさみ、子ども同士がその方法を確認し合いながら興じ
る光景も見られる。手遊びは、一つの表現を共有して楽しむという特徴を持ち、遊ぶ方法を教
え合ったり、お互いに確認しながら表現を楽しむ行為を伴うため、人とかかわる力を育む活動
として役立てることが可能である。
しかし、教師が保育現場で日常的に行う手遊びは、「集中する、気持ちを一つにする活動」「次
の活動の環境を整えるための遊び」として扱われることが多く、教師側が意識しない限り、「人
とかかわる活動」に発展しないまま終わってしまう。手遊びを通して、人とかかわる力を育む
ためには、子どもたちが集中して一つの遊びを同じルールで行うこと、手遊びを行うことによ
り、全員の気持ちが一つになっている環境を生かし、教師が、子どもを少人数のグループに分
けて活動を発展させたり、ルールを踏まえた新しい遊びを、子どもたちが工夫するような機会
を提供することが必要である。人と協力して行う手遊びを教師が提案することで、他者の意見
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を聞き、活動に必要なルールの調整を行い、新しい遊びを協力して考える姿勢が育まれていく。
以上により、手遊びを「人とかかわる力」を育むための活動題材にするためには、「手遊びで得
た集中力・協同で何かを行おうとする気持ちが高まっている環境を生かす」「子どもが知ってい
る手遊びを、ルールを確認・調整・工夫するなどを含んだ、かかわりを深める活動に発展させ
る」、以上 2点に留意することが必要だと考える。
（3）「表現遊び」・「手遊び」を組み合わせることの有効性
手遊びの身振りを生かし、表現遊びに発展させることは、手遊びを熟知している子どもたち
にとって容易い表現活動になり得る。表現が苦手なこどもや、恥ずかしがる子どもにとっても、
手遊びで行われる表現は、日常よく行われる動作やよく目にする物・動物などを表すものが多
く、抵抗なく自然に表現遊びに移行しやすいと考える。また、元の手遊びを手掛かりに、今必
要とされるルールの把握や、場面の設定に対しての理解を深めることが可能になる。以上によ
り、（1）（2）で記した 2つの遊びの特徴を知り、留意点を踏まえた上で、「表現遊び」・「手遊
び」を組み合わせた音楽活動は、人との関係を深め、「人とかかわる力」を引き出す活動として
有効であると考える。
3．研究方法
（1）研究期間・対象
200X 年 6 月の午前中（30 分間）に、筆者がA幼稚園の 5歳児クラス（28 名）を対象に、音
楽指導補助教員・担任教師の立会いのもと、音楽活動の直接指導を行う。30 分間の音楽活動
「ひげじいさん（手遊び）を発展させた表現遊び活動」（以下、「ひげじいさん活動」と記す）す
べてを研究対象とする。
（2）研究方法
「ひげじいさん活動」すべてに対し、VTR撮影を行う。また、活動後に音楽指導補助教員と
振り返りを行い、子どもたちの活動中の言動について確認し合う。ビデオに見られる子どもの
様子、振り返りの結果を参照に、ひげじいさん活動を以下の 6つのカテゴリーに分け、時系列
に沿って整理し、表 1、2を作成する。教師による一斉指導、同じ活動（子どもの同じような活
動の様子）の繰り返し、環境構成に当たるところは、カテゴリー分けせず、内容と子どもの様
子のみを記す。
表 1、2を参照し、活動全体の子どもの「かかわりの変容」から、「人とかかわる力」の育ち
を読み取り、「ひげじいさん活動」が、「人とかかわる力」を育むために有効であることを、考
察により明らかにする。
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（3）補足：カテゴリーについて
6 つのカテゴリーは、無藤らの「3つの協同」による活動過程の分析に使用された分類項目を
参照した。無藤らは、5歳児後期対象の「お化け屋敷活動」の分析を行うにあたり、活動過程
の中で、3つの協同（知覚的な協同・動作的な協同・ことばによる協同）の生成要因、3つの協
同の中で生じる課題の解決方法、活動の中の目標や学びを明らかにするため、事例を 6つのカ
テゴリーで分析している。（3）本稿は 5歳児前期にあたるため、協同に至るまでの「かかわり」、
学びに至るまでの「気づき」を対象に考察を行うという違いはあるが、無藤らの、協同的な活
動への過程に見られる子どもの課題解決、学びの生成・要因を明らかにするという点は、かか
わりを深め合う活動中における課題解決、学びにつながる気づきの生成・要因を明らかにする
本稿の検証と目的を同じくする点が多く、参照に至った。
（4）倫理的配慮
対象園には、事前に研究概要を園長、音楽指導補助教員、担任教師に口頭で説明し、研究目
的以外に使用しないという条件のもと、VTR撮影の許可を得た。また、園児・園名・研究期間
などから、個人や対象園が特定されないよう配慮する（年代を特定できないように 200X 年と
表記するなど）という条件のもと、データー文字化の許可を得て、研究を開始した。
4．結果と考察
「ひげじいさん活動」の過程は、（1）「ひげじいさん」擬態語作り、（2）「ひげじいさん」の顔
作り、（3）「ひげじいさん」顔の部位になる遊びの 3つの遊びに分けることができる。ここでは、
はじめに、それぞれの遊びの内容を記し、次に、子どもの「かかわりの変容」を捉え、考察す
る。
（1）「ひげじいさん」擬態語作り（表 1　10：00から 10：06）
①遊びの内容
既成の手遊び「ひげじいさん」の歌詞に、子どもたちが考えた擬態語を挿入して歌う。
６つのカテゴリー
①教師の指導：筆者が指導した内容
② かかわりを意識した声がけ：筆者が、子どもたちのかかわりを意識して示唆した声がけの一部。子
どもたちが協力して活動を進めること、他者の意見を聞くこと、他者とともに活動を進めるための
工夫を行うことの 3 点を意識して、声がけを行う。
③子どもの様子：筆者の指導や、友だちの言動に対する子どもの反応
④かかわりの動作：活動中に見られた、筆者や友だちに対するかかわりの動作。
⑤ かかわりの言葉：子どもが、活動に対して意見を言ったり、活動の中で話し合う場面が見られた場
合、実際の会話等をまとめて記す。
⑥ 子どもの気づき：活動中、子どもたちがかかわり合う中で、「気づき」があったと筆者が考えた場合
に、<気づき >とそれを裏付ける子どもの行動・言動を記す。
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②子どもの「かかわりの変容」と考察
10：00 の段階では、教師が指導し、子どもたちが手遊びを反復しており、教師と園児の集団
という一方通行のかかわりで活動が始まっている。その後の擬態語作りにおいては、擬態語を
提案する一部の積極的な友だちの方に注目する（10：01 ④）、自分のイメージする擬態語と異な
る場合は意見を言う（10：01 ⑤）などの姿勢が見られる。この段階では、下を向いたまま意見
をつぶやく、教師に友だちの擬態語の感想を述べるなど、友だちとの消極的、間接的なかかわ
りが見られる。しかし、他者を意識して活動を進める姿勢は少しずつ培われており、友だちが
提案を言い終えるまで待つ、手を挙げてから意見を言う子どもが増えるなど、他者の言動から
ルールに気づき、実践する姿勢に表れている（10：01 ⑥）。加藤は、幼稚園の「アフリカ・プロ
ジェクト」の実践を、初めは、数人の子どもたちがアフリカの写真に興味を持ち、話が盛り上
がることにより、「興味の共同体」という仲間関係が広がり、子どもたちがかかわりを深めなが
ら、活動を展開していく事例として報告している。（4）この段階では、積極的に発言する友だち
の提案に対して、消極的な参加を行っている子どもたちが少しずつ反応することにより、活動
が徐々に盛り上がり、擬態語に対する「興味の共同体」が広がっていることがわかる。
かかわりを深める最初のきっかけとなったのは、教師の声がけである（10：02 ②）。A児が父
親のひげ剃りの際、「『シャリシャリ』と音がする」と言ったことを筆者が取り上げ、同じよう
な音をさせて、父親がひげ剃りをしているかどうかを問いかけると、父親のひげ剃りの音を披
露し合う園児同士の会話が始まり（10：02 ③）、言葉で表現できない子も、「うんうん」など、同
意を示す声を出して頷くなどの意思表示を見せた。B児は、擬態語を発しながら「ひげを剃る
表現」を行い、友だちから共感を得られると、嬉しそうに何度も動作を繰り返していた（10：02
④）。この後は、表現しながら擬態語を提案する子どもが増えた。更にかかわりを深めるための
きっかけになったのは、「電動ひげ剃り機で剃るから『ジー』という音がする」と言ったC児
の言葉である（10：02 ⑤）。C児の発言以降は、「僕の家も電動だ」と発言し、「ジー」という擬
態語を支持したり、他の音を提案する意見を出すなど、全園児が電動ひげ剃りの音に着目し、皆
の賛同を得ようとした。見ているだけだった子どもたちも、ひげを剃る表現を行いだした。最
終的に、ひげじいさん部分に挿入する擬態語は、全員が納得の上、「ジー」「ジャー」「ズー」と
ひげじいさん（作詞：不詳 作曲：玉山英光）
とんとんとんとん ひげじいさん （ぞりぞり）
とんとんとんとん こぶじいさん （ぽろん）
とんとんとんとん てんぐさん （ばきっ）
とんとんとんとん めがねさん （ぶちっ）
とんとんとんとん あかおにさん （ポンポロポンポンポンポン）
きらっきらっきらっきらっ 手はおひざ
・ （擬態語）の部分は、原曲にはない部分である。また、「あかおにさん」の部分は、原曲では「手は上
に」であるが、ここでは、園で子どもたちが日常的に歌っている歌詞を採用する。
・はじめは筆者が（）内の擬態語を用いて歌い、次に子どもたちに擬態語を考えてもらう。
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表 1　「ひげじいさん活動」　（1）「ひげじいさん」擬態語作り、（2）「ひげじいさん」の顔作り
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䐡Ꮚ䛹䜒䛾ᵝᏊ 䐢䛛䛛䜟䜚䛾ື
స
䐣䛛䛛䜟䜚䛾ゝ
ⴥ
䐤Ꮚ䛹䜒䛾Ẽ䛵
䛝
㻝㻜㻦㻜㻜
㻝㻜㻦㻜㻝
䜂䛢䜢๋䜛䛸䛝䛾㡢
䠄ᨃែㄒ䛾㒊ศ䠅䜢
Ꮚ䛹䜒䛯䛱䛻⪃䛘䛶
䜒䜙䛖䚹
䛂䜂䛢䜢๋䜛䛸䛝䛿䚸
䛄䛮䜚䛮䜚䛅䛸㡢䛜䛩
䜛䜘䛽䛃䛂䜏䜣䛺䛾䛚
∗䛥䜣䛿䛹䛖䛛䛺䛃
ᩍᖌ䛾ၥ䛔䛛䛡䛻
ᛂ䛘䚸ᨃែㄒ䜢ḟ䚻
䛸ゝ䛖䚹
䛂䛿䛔䛃䛸ᡭ䜢ᣲ䛢䚸
ᨃែㄒ䜢ᥦ᱌䛩䜛㻭
ඣ䜢ぢ䛶䛔䜛䚹
㻭ඣ䛾ᨃែㄒ䜢⪺䛔
䛶䛂䛭䜣䛺㡢䛿䛧䛺
䛔䛃䛸ពぢ䜢䛴䜆䜔
䛟䚹
㻨άື୰䛾䝹䞊䝹
䜢䚸཭䛰䛱䛾ጼໃ䛛
䜙Ꮫ䜆㻪཭䛰䛱䛜ゝ
䛔⤊䜟䜛䜎䛷ᚅ䛴Ꮚ
䛹䜒䛜ቑ䛘䜛䚹ᡭ䜢
ᣲ䛢䛶䛛䜙ពぢ䜢ゝ
䛖Ꮚ䛹䜒䛜ቑ䛘䜛䚹
㻝㻜㻦㻜㻞
䛚∗䛥䜣䛾䜂䛢䛭䜚
䛾㡢䜢ᛮ䛔ฟ䛧䛶䜒
䜙䛖䚹Ꮚ䛹䜒䛯䛱䛛
䜙䚸ᨃែㄒ䜢ᘬ䛝ฟ
䛩䚹
䛂㻭䛱䜓䜣䛾䛚∗䛥䜣
䛿䚸䛄䝅䝱䝸䝅䝱䝸䛅䛺
䜣䛰䛳䛶䚹ྠ䛨ே䛔
䜛䠛䛃
ᨃែㄒ䜢ゝ䛖䚸ឤ᝿
䜢㏙䜉䜛䚹㢦䜢ぢྜ
䜟䛫䛶ᨃែㄒ䛻䛴
䛔䛶ヰ䜢䛩䜛䚹
㻮ඣ䛿䚸ᨃែㄒ䜢ゝ
䛔䛺䛜䜙䚸䜂䛢䜢๋
䜛䛧䛠䛥䜢䛧䚸཭䛰䛱
䛻ぢ䛫䛶䛔䜛䚹
㻯ඣ䛜䛂൅䛾䛸䛣䜝
䛿䚸㟁ື䜂䛢๋䜚ᶵ
䛰䛛䜙䚸䛄䝆䞊䛅䛰䛃䛸
ゝ䛖䚹䛭䜜䛻㈶ྠ䛧
䛯䜚䚸ពぢ䜢ゝ䛖Ꮚ䛹
䜒䛜ቑ䛘䜛䚹
㻨௚⪅䛸䛾ពぢ஺᥮
䜢⾜䛔䚸ឤ᝟ⓗඹ
᭷䜢ᅗ䜛㻪௚⪅䛜
ゝ䛳䛯ᨃែㄒ䛻ᑐ
䛧䚸ᐇయ㦂䜢䜒䛸䛻䚸
ពぢ䜢ゝ䛔䚸㈶ྠ䜢
ᚓ䜘䛖䛸䛩䜛䚹
㻝㻜㻦㻜㻠
䜂䛢䛨䛔䛥䜣䛾ู
䝞䞊䝆䝵䞁䜢᏶ᡂ䛥
䛫䜛䚹
䛂䜏䜣䛺䛜⪃䛘䛶䛟
䜜䛯䜂䛢๋䜚䛾㡢
䛜䚸䛯䛟䛥䜣䛒䜚䛩䛞
䛶䚸ḷ䛻ධ䜜䜛䛣䛸
䛜䛷䛝䛺䛔䜘䚹䛹䛖䛧
䜘䛖䛃
ᨃែㄒ䛾ᤄධ᪉ἲ
䛻䛴䛔䛶䚸ពぢ䜢ฟ
䛩䚹㻰ඣ䛾ពぢ䜢⪺
䛔䛶䚸ⓙ䛷ᐃ䜑䛯䛩
䜉䛶䛾ᨃែㄒ䜢䚸ḷ
䛻ᤄධ䛧䛯䛔䛸䚸ᩍ
ᖌ䛻⏦䛧ฟ䜛䚹
ᥦ᱌䛻ᑐ䛧䛶䚸ྠព
䜢♧䛩䜘䛖䛻㤳䜢
᣺䛳䛯䜚䚸ྠព䛷䛝
䛺䛔䛸䛔䛖䜘䛖䛻䚸㤳
䜢ഴ䛢䛯䜚䚸䛖䛺䛳䛯
䜚䛩䜛䚹
㻰ඣ䛜䛂඲㒊䛴䛺䛢
䜜䜀䜘䛔䛃䛸ᥦ᱌䛩
䜛䚹䛂䛭䜜䛜䛔䛔䟿䛃
䛸ゝ䛖Ꮚ䛜ቑ䛘䜛䚹
㻨௚⪅䛾ពぢ䜢ㄆ
䜑䚸✚ᴟⓗ䛻Ⓨゝ
䛩䜛㻪䛂䛴䛺䛢䜛䛃䛸
䛔䛖ᥦ᱌䜢ཷ䛡Ṇ
䜑䚸㈶ྠ䛩䜛䚹䛴䛺
䛢䜛᪉ἲ䜢ヨ䛧䛶䜏
䛯䛔䛸䚸ḟ䚻䛻ኌ䛜
ᣲ䛜䜛䚹
㻝㻜㻦㻜㻢
㻝㻜㻦㻜㻤
㻝㻜㻦㻜㻥
┠䛾㒊ศ䜢ᑠ䜾
䝹䞊䝥㻔୍䛴䛾┠䛻
䛴䛝㻟ྡ䛾Ꮚ䛹䜒䠅䛻
Ώ䛩䚹
䛂䛹䛣䛻⨨䛔䛯䜙䜘䛔
䛛䛺䛃䛂䜒䛖୍䛴䛾┠
䜢䜘䛟ぢ䛶䚸⨨䛟䛸䛣
䜝䜢⪃䛘䛶䛃䛂ᗋ䛔䛳
䜁䛔䛻㢦䜢స䜚䛯䛔
䜣䛰䛡䛹䛃
௚䜾䝹䞊䝥䛜⨨䛟఩
⨨䜢ぢ䜛䚹䛹䛣䛻⨨䛟
䛴䜒䜚䛛┤᥋⪺䛟䚹
఩⨨䜢ᐃ䜑䜛䛯䜑䚸
䛒䛱䜙䛣䛱䜙䜢ᣦ䛥䛧
䛯䜚䚸㊥㞳㛫䜢♧䛩
䛯䜑䚸኱䛝䛟ᡭ䜢㛤䛟
䛺䛹䚸┠䛾⨨䛝ሙᡤ
䜢䜾䝹䞊䝥ෆ䛾Ꮚ䛹
䜒䜔௚䛾Ꮚ䛹䜒䛻ఏ
䛘䜛䛯䜑䚸㌟య⾲⌧
䜢⾜䛖䚹
䛂䜒䛳䛸㞳䜜䛶䛃䛂┠䛸
┠䛜䚸䛭䜣䛺䛻㞳䜜
䛶䛔䛶䛿䛚䛛䛧䛔䛃
䛺䛹䚸┠䛸┠䛾㛫㝸
䜢㐺ษ䛺㊥㞳䛻䛩䜛
䛯䜑䛻ᚲせ䛺ᥦ᱌
䛜䚸┠䜢ᢸᙜ䛩䜛䜾
䝹䞊䝥䛾Ꮚ䛹䜒䛰䛡
䛷䛿䛺䛟䚸࿘䜚䛷ぢ
䛶䛔䜛Ꮚ䛹䜒䛯䛱䛛
䜙䜒ᣲ䛜䜛䚹䛂䛺䛬䠛
䠄䛹䛖䛧䛶䛭䛖ᛮ䛖
䛾䠛䠅䛃䛸䚸ពぢ䛾᰿
ᣐ䜢⪺䛔䛯䜚䚸䛭䛾
ၥ䛔䛻ᛂ䛘䜛ᵝᏊ䛜
ぢ䜙䜜䜛䚹
㻨άື䜢༠ྠ䛷㐍䜑
䜛䛯䜑䛻䚸཭䛰䛱䛾
ពぢ䜢⌮ゎ䛧䜘䛖䛸
䛧䛯䜚䚸ᥦ᱌䛾᰿ᣐ
䜢ゝ䛳䛯䜚䛩䜛㻪ᥦ
᱌䛾⌮⏤䜢䚸཭䛰䛱
䛻ゝ䛚䛖䛸䛩䜛䚹࿘䜚
䛷ぢ䛶䛔䜛Ꮚ䛹䜒䛾
ពぢ䜢⪺䛣䛖䛸䛧䛶䚸
✚ᴟⓗ䛻ヰ䛧䛛䛡
䜛䚹
㻝㻜㻦㻝㻝
㻝㻜㻦㻝㻡
䝫䝸䜶䝏䝺䞁୸Წ䜢
Ꮚ䛹䜒䛻ぢ䛫䚸ఱ䛾
㒊఩䛻䛺䜛䛸ᛮ䛖䛛
⪺䛝䚸᝿ീ䛧䛶䜒䜙
䛖䚹
䛂䛣䜜䛿䚸ఱ䛾㒊ศ
䛰䜝䛖䛽䚹ඛ⏕䛻
䛿䚸䛥䛳䜁䜚䜟䛛䜙䛺
䛔䜣䛰䛡䛹䈈䚹ᩍ䛘
䛶䜋䛧䛔䛺䛃
⪃䛘㎸䜐Ꮚ䛹䜒䛜ቑ
䛘䜛䚹⟅䛘䜢ゝ䛖Ꮚ䛹
䜒䛾᪉䜢ྥ䛝䚸㢔䛔
䛯䜚䚸㤳䜢ഴ䛢䛯䜚
䛸䚸཯ᛂ䜢♧䛩䚹
䛂⪥䛃䛂ᖗᏊ䛃䛸ゝ䛳䛯
Ꮚ䛹䜒䛻ᑐ䛧䛶䚸㐪䛖
䛸䛔䛖⾲᝟䜔䛧䛠䛥䜢
䛩䜛䚹ḟ䚻䛻㢦䛾㒊
఩䜢ᥦ᱌䛩䜛Ꮚ䛹䜒
䛻ᑐ䛧䚸䛸䜎䛹䛔䜢ぢ
䛫䛯䜚䚸㢔䛟䛺䛹䛾䛧
䛠䛥䛜ぢ䜙䜜䜛䚹
䛂⪥䛰䛳䛯䜙䚸୸䛔
䜘䛃䛂ᖗᏊ䛿䚸㢦䛾㒊
ศ䛨䜓䛺䛔䜘䛃䛸཯ᑐ
ពぢ䛾⌮⏤䜢ゝ䛖䚹
㻰ඣ䛿䚸䛂䠄䝫䝸䜶䝏
䝺䞁୸Წ䛿᭤䛜䜛䛾
䛷䠅⪥䛾ᙧ䜢స䜜䜛䛃
䛸䚸ᥦ᱌䛾⌮⏤䜢ゝ
䛖䚹
㻨ពぢ䛾᰿ᣐ䜢♧
䛩䚸཭䛰䛱䛾⣡ᚓ䜢
ᚓ䛶䚸άື䜢㐍䜑䜘
䛖䛸䛩䜛㻪⮬ศ䛾ព
ぢ䛻⣡ᚓ䛧䛶䜒䜙䛖
䛯䜑䛻䚸ᐇ₇䜢஺䛘
䛶ㄝ᫂䛩䜛Ꮚ䛹䜒䛜
ቑ䛘䜛䚹
㻝㻜㻦㻝㻢
Ꮚ䛹䜒䛯䛱䛾ᵝᏊ䜢
ぢ䛺䛜䜙䚸ᩍᖌ䛿
䛂䛹䛾㒊ศ䛻䛺䜛䛛䚸
䜟䛛䜙䛺䛔䛃䛸⧞䜚㏉
䛩䚹
䛂䛣䛾䜽䝷䝇䛷䛿䚸䠄䝫
䝸䜶䝏䝺䞁୸Წ䜢䠅ఱ
䛻䛧䛯䜙䜘䛔䛸ᛮ䛖䛛
䛺䛃
㻲ඣ䛾ពぢ䛻཯ᛂ
䛧䚸ᩘே䛾Ꮚ䛹䜒䛜
❧䛱ୖ䛜䛳䛶䚸୸Წ
䜢㢡䛾㒊ศ䛻⨨䛝䛻
⾜䛣䛖䛸䛩䜛䚹㢋䛻䜒
⨨䛣䛖䛸䛧䛶䚸✚ᴟⓗ
䛻❧䛱ୖ䛜䜛䚹
㻲ඣ䛾䛂䛧䜟䛻䛺䜛䛃
䛸䛔䛖ゝⴥ䛻䚸ከ䛟䛾
Ꮚ䛹䜒䛜➗䛔䚸ྠព
䜢♧䛩䚹㻳ඣ䛿䚸ᩍ
ᖌ䛛䜙䝫䝸䜶䝏䝺䞁
୸Წ䜢ཷ䛡ྲྀ䛳䛶䚸
ᐇ㝿䛻㓄⨨䛧䜘䛖䛸
䛩䜛䚹
㻴ඣ䛜䛂൅䛾䛚䛨䛔
䛱䜓䜣䛿䚸⪥䛻䜒䛧
䜟䛜䛒䜛䛃䛸ゝ䛳䛯䛣
䛸䛻཯ᛂ䛧䚸㻵ඣ䛜
䛂䛨䜓䛒䚸⪥䛻䜒⨨䛛
䛺䛝䜓䛃䛸ゝ䛔䛺䛜
䜙䚸䝫䝸䜶䝏䝺䞁୸Წ
䜢⪥䛾䛒䛯䜚䛻ᣢ䛳
䛶䛔䛣䛖䛸䛩䜛䚹
㻨άື䛻ᚲせ䛺䛂ⓙ
䛜⣡ᚓ䛩䜛ᥦ᱌䛃䛜
ฟ䜛䜎䛷⢓䜛㻪䝫䝸䜶
䝏䝺䞁୸Წ䜢䚸䛹䛾
㒊఩䛻䛩䜛䛾䛛䚸ఱ
ᗘ䜒ពぢ䜢ฟ䛧䚸䛂䛧
䜟䛃䛻ᐃ䜎䛳䛶䛛䜙
䛿䚸䛹䛾㒊ศ䛻䛹䛾
䜘䛖䛻䚸䝫䝸䜶䝏䝺䞁
୸Წ䜢⨨䛡䜀䜘䛔䛛
䜢┦ㄯ䛧䚸ศᢸ䛧䛶
⨨䛣䛖䛸䛩䜛䚹
ᩍᖌ䛜䛂䜂䛢䛨䛔䛥䜣䛾ᡭ㐟䜃䜢䛧䜘䛖䛃䛸ᥦ᱌䛧䚸඲ဨ䛷ᡭ㐟䜃䜢⾜䛖䚹䛭䛾ᚋ䚸䛣䛾ᡭ㐟䜃䛻ู䝞䞊䝆䝵䞁䛜䛒䜛䛣䛸䜢Ꮚ䛹䜒䛯䛱
䛻ఏ䛘䚸䛂䛸䜣䛸䜣䛸䜣䛸䜣䚸䜂䛢䛨䛔䛥䜣䚸䛄䛮䜚䛮䜚䛅䛃䛸᭱ᚋ䛻ᨃែㄒ䜢䛴䛡䛯䝞䞊䝆䝵䞁䜢ᢨ㟢䛩䜛䚹
ᩍᖌ䛸Ꮚ䛹䜒䛯䛱䛜䚸୍⥴䛻䛂䛴䛺䛢䜛䜂䛢䛨䛔䛥䜣䝞䞊䝆䝵䞁䛃䜢ḷ䛖䚹䛂䛸䜣䛸䜣䛸䜣䛸䜣䚸䜂䛢䛨䛔䛥䜣䚸䝆䞊䚸䝆䝱䞊䚸䝈䞊䛃䚹䜋
䜌඲ဨ䛾Ꮚ䛹䜒䛜୍⥴䛻ḷ䛳䛶⾲⌧䛧䚸⤊஢䛸ྠ᫬䛻➗䛔䜒ฟ䜛䚹ᨃែㄒ䜢䛴䛺䛢䜛᪉ἲ䛻䚸‶㊊䛧䛶䛔䜛ᵝᏊ䛜ぢ䜙䜜䜛䚹䛭䛾
ᚋ䚸௚䛾ᨃែㄒ䜢ゝ䛖Ꮚ䛜⌧䜟䜜䚸䛂䛴䛺䛢䜜䜀䜘䛔䛃䛸䛔䛖ኌ䛜ᣲ䛜䜚䚸䛧䜀䜙䛟䛂䛴䛺䛢䛶ḷ䛖άື䛃䛜⧞䜚㏉䛥䜜䜛䚹
ᩍᖌ䛜ẁ䝪䞊䝹䛷స䛳䛯䚸┠㻔㻞䛴㻕䚷㰯䠄䠍䛴䠅ୖ၁䚸ୗ၁䠄䛭䜜䛮䜜㻝䛴䠅䚷䝫䝸䜶䝏䝺䞁୸Წ㻔㐺ᙜ䛺㛗䛥䛻ษ䛳䛶䛒䜛䜒䛾㻕䜢Ꮚ䛹䜒
䛯䛱䛻ぢ䛫䚸䛩䜉䛶䛾㒊ရ䜢ᗋ䛻⨨䛝䚸䜂䛢䛨䛔䛥䜣䛾㢦䜢స䜛䛣䛸䜢ᥦ᱌䛩䜛䚹
㰯䞉၁䛾㒊ศ䜢Ώ䛩䚹䜾䝹䞊䝥ෆ䚸࿘䜚䛾Ꮚ䛹䜒䛯䛱䛛䜙䚸఩⨨䛻ᑐ䛩䜛ᥦ᱌䛾ኌ䛜䚸┠䛾᫬䛸ྠᵝ䛻ᣲ䛜䜛䚹䛩䜉䛶䛾㒊఩䛾఩
⨨䛜ᐃ䜎䜛䜎䛷䚸ྠ䛨䜘䛖䛺ᵝᏊ䛜ぢ䜙䜜䜛䚹
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表 2　「ひげじいさん活動」－（3）「ひげじいさん」顔の部位になる遊び
᫬㛫
䠄᫬ศ䠅
䐟ᩍᖌ䛾ᣦᑟ 䐠䛛䛛䜟䜚䜢ព
㆑䛧䛯ኌ䛜䛡
䐡Ꮚ䛹䜒䛾ᵝᏊ 䐢䛛䛛䜟䜚䛾ື
స
䐣䛛䛛䜟䜚䛾ゝ
ⴥ
䐤Ꮚ䛹䜒䛾Ẽ䛵
䛝
㻝㻜㻦㻝㻣
㻝㻜㻦㻝㻤
䜾䝹䞊䝥䛤䛸䛻䚸䜂
䛢䚸䛣䜆䚸ኳ≸䚸䜑
䛜䛽䚸㉥㨣䛾ゅ䛾఩
⨨䜢ᐃ䜑䚸඲ဨ䛷䛭
䛾ሙᡤ䛻⾜䛟䜘䛖䛻
ఏ䛘䜛䚹
䛂䜎䛪䚸䜂䛢䛨䛔䛥䜣
䛾䜾䝹䞊䝥䛾ே䚸䜂
䛢䛿䛹䛣䛻䛒䜛䛛䛺䛃
䜾䝹䞊䝥䛷䚸䜂䛢䜢
⾲⌧䛩䜛ሙᡤ䛻䛴
䛔䛶䚸┦ㄯ䛧䛺䛜䜙
⛣ື䛩䜛䚹
඲ဨ䛷୍⥴䛻⛣ື
䛩䜛㝿䚸Ṍㄪ䛜㏿䛔
㻯ඣ䛻ᑐ䛧䚸㻭ඣ䛜
ὀព䛩䜛䚹䜎䛯䚸఩
⨨䜢ᐃ䜑䜛䛯䜑䛻䚸
䜾䝹䞊䝥ෆ䛷཭䛰䛱
䛾య䜢ᘬ䛳ᙇ䛳䛯
䜚䚸ᢲ䛧䛯䜚䛧䛺䛜
䜙䚸❧䛴఩⨨䜢ᐃ䜑
䜛ጼ䛜ぢ䜙䜜䜛䚹
㻶ඣ䛿䛂䜂䛢䛿䚸㢡䛾
䛒䛯䜚䛃䚸㻷ඣ䛿䛂䜂
䛢䛿㢋䛾䛒䛯䜚䛃䛸ゝ
䛔ྜ䛔䚸䜾䝹䞊䝥䛷
ヰ䛧ྜ䛳䛶䚸㢡䛾ୗ
䛻䜂䛢䛾఩⨨䜢ᐃ
䜑䜛䚹
㻨䜾䝹䞊䝥䛷⾜ື䛩
䜛䛯䜑䛾䝹䞊䝹䛻
ᚑ䛖䚹䜾䝹䞊䝥䛷Ỵ
ᐃ䛩䜛䛯䜑䛻䚸ヰ䛧
ྜ䛖㻪Ṍㄪ䜔❧䛴఩
⨨䛻䛴䛔䛶䚸䜾䝹䞊
䝥䛷ὀព䛧ྜ䛖䚹䜾
䝹䞊䝥䛷ពぢ䜢ㄪ
ᩚ䛧䛶䚸䜂䛢䛾఩⨨
䜢ᐃ䜑䜛䚹
㻝㻜㻦㻞㻜
䛣䜆䛾䜾䝹䞊䝥䛻䚸
䛣䜆䛾఩⨨䜢ᐃ䜑䚸
඲ဨ䛷䛭䛾ሙᡤ䛻
⾜䛟䜘䛖䛻ఏ䛘䜛䚹
䠄㻸ඣ䛾ពぢ䜢⪺䛔
䛶䠅䛂䛣䜆䛿୍䛴䛨䜓
䛺䛟䛶䜒䛔䛔䜘䚹┦ㄯ
䛧䛶Ỵ䜑䛶䛽䛃
㻸ඣ䛛䜙䚸䛂䛣䜆䛿஧
䛴㻔୧㢋䛻䠅䛒䜛䜘䛃䛸
ኌ䛜ᣲ䛜䜛䚹
஧ᡭ䛻ศ䛛䜜䜛㝿䚸
ྑ䛣䜆䛸ᕥ䛣䜆䜢ᢸ
ᙜ䛩䜛䛯䜑䛾䜾䝹䞊
䝢䞁䜾䛜Ꮚ䛹䜒䛰䛡
䛷⾜䜟䜜䜛䚹ᡤᐃ䛾
ሙᡤ䛻⾜䛳䛶䛖䛪䛟
䜎䜚䚸䛣䜆䜢⾲⌧䛩
䜛䚹
㻹ඣ䛜䛂஧䛴䛻ศ䛛
䜜䛶䚸䛣䜆䜢స䜜䜀
䛔䛔䛃䛸ᥦ᱌䛧䚸䜾
䝹䞊䝥඲ဨ䛜㈶ᡂ
䛩䜛䚹㻲ඣ䛯䛱䛿䚸
䛂⚾䛯䛱䛿䚸䛣䛳䛱䛾
㢋䛻⾜䛟䛃䛸ゝ䛔䚸ྑ
㢋䚸ᕥ㢋஧ᡭ䛻䜾
䝹䞊䝥䛜ศ䛛䜜䛶䚸
ሙᡤ䜢ᐃ䜑䚸⾲⌧䛩
䜛䚹
㻨䜾䝹䞊䝢䞁䜾䞉⾲
⌧䜢௚⪅䛾ពぢ䜢
ྲྀ䜚ධ䜜䛺䛜䜙䚸䜾
䝹䞊䝥䛾୰䛷ᐃ䜑
䜛㻪䜾䝹䞊䝥䜢஧ศ
䛩䜛䛣䛸䚸ሙᡤ䜢Ỵ
䜑䜛䛣䛸䚸௚⪅䛾⾲
⌧䜢ぢ䛶䚸䜾䝹䞊䝥
䛾⾲⌧䜢ᐃ䜑䜛䛣䛸
䛜䚸✚ᴟⓗ䛻⾜䜟䜜
䛶䛔䜛䚹
㻝㻜㻦㻞㻞
ኳ≸䛾䜾䝹䞊䝥䛻䚸
ኳ≸䛾㰯䛾఩⨨䜢
ᐃ䜑䚸඲ဨ䛷䛭䛾ሙ
ᡤ䛻⾜䛟䜘䛖䛻ఏ䛘
䜛䚹
䛂䛰䜣䛰䜣䚸ΰ䜣䛷
䛝䛯䛛䜙䚸཭䛰䛱䛻
䜆䛴䛛䜙䛺䛔䛷䛽䛃
䛂ᢡゅ䛜䜣䜀䛳䛶䚸
䜂䛢䜔䚸䛣䜆䜢స䛳
䛶䛔䜛䛾䛰䛛䜙䚸኱
஦䛻䛧䛶䛒䛢䛶䛽䛃
䛣䜆䜾䝹䞊䝥䛜ᗙ䜚
㎸䜣䛷䛔䜛䛾䛷䚸䛂䛹
䛔䛶䛃䛸䛔䛖䛜䚸䛺䛛
䛺䛛䛹䛔䛶䜒䜙䛘
䛪䚸㰯䛾䛸䛣䜝䛻⾜
䛡䛺䛔䚹
䛣䜆ᢸᙜ䛾䜾䝹䞊䝥
䛻ᙜ䛯䜙䛺䛔䜘䛖䛻䚸
୍ิ䛻䛺䛳䛶ື䛟䚹
඲ဨ䛷㻮ඣ䛾ពぢ䛻
ᚑ䛔䚸⫼ఙ䜃䜢䛩
䜛䚹⫼ఙ䜃䛻⑂䜜䛶
䛝䛯Ꮚ䛹䜒䛜䚸஺௦
䛷⫼ఙ䜃䛩䜛䜰䜲䝕
䜰䛻ᚑ䛔䚸⾲⌧䛩
䜛䚹
䛂ኳ≸䛾㰯䛿㧗䛔䛛
䜙䚸⫼ఙ䜃䛧䛯䜙䛹
䛖䛃䛸䛔䛖㻮ඣ䛾ពぢ
䛻㈶ᡂ䛩䜛䚹⫼ఙ䜃
䛻⑂䜜䛯Ꮚ䛹䜒䛻䚸
䛂஺௦䛷䛧䛯䜙䛹䛖䛃䛸
ᥦ᱌䛩䜛䚹
㻨䜰䜲䝕䜰䜢ฟ䛧
ྜ䛳䛶䚸άື䜢⥆䛡
䜛䛯䜑䛾ᥦ᱌䜢䛩
䜛䚹ၥ㢟ゎỴ䜢඲ဨ
䛷ᅗ䜛㻪཭䛰䛱䛾䜰
䜲䝕䜰䜢⪺䛝䚸⾲⌧
䛧䚸䜲䝯䞊䝆䛾ඹ᭷
໬䜢ᅗ䜛䚹⾲⌧䜢⥆
䛡䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺䜰
䜲䝕䜰䛻ᚑ䛖䚹
㻝㻜㻦㻞㻡
䜑䛜䛽䛾䜾䝹䞊䝥
䛻䚸䜑䛜䛽䜢䛹䛾఩
⨨䛷స䜛䛾䛛䜾䝹䞊
䝥䛷ᐃ䜑䚸඲ဨ䛷䛭
䛾ሙᡤ䛻⾜䛟䜘䛖䛻
ఏ䛘䜛䚹
䛂ື䛡䛺䛟䛺䛳䛶䛝䛯
䛽䚸཭䛰䛱䛻䜆䛴䛛
䜙䛺䛔䛷䚸⾜䛟᪉ἲ
䛿䛺䛔䜒䛾䛛䛺䛃
䛣䜆䞉ኳ≸䜾䝹䞊䝥
䛻䜆䛴䛛䜙䛺䛔䜘䛖
䛻䚸ᙺ๭ศᢸ䛧䚸ᕥ
ྑ䛛䜙┠䛾㒊ศ䛻㻞
䜾䝹䞊䝥䛻ศ䛛䜜䛶
⛣ື䛩䜛䚹
ᕥྑ䛾䛭䜜䛮䜜䛾
┠䛾ሙᡤ䛷䚸㻟ྡ䛪
䛴ᗙ䜚㎸䜏䚸ᡭ䜢䛴
䛺䛔䛷䜑䛜䛽䜢⾲⌧
䛩䜛䚹㻰ඣ䛜䝤䝸䝑䝆
㒊ศ䛻䛺䛳䛯䛯䜑䚸
ྑ┠䝺䞁䝈㒊ศ䜢⾲
⌧䛧䛶䛔䛯୕ே䛾䝯
䞁䝞䞊䛜஧ே䛻ῶ
䜛䚹஧ே䛿ᡭ䜢䛴䛺
䛞┤䛧䚸䝺䞁䝈㒊ศ
䛾⾲⌧䜢⥅⥆䛧䜘䛖
䛸䛩䜛䚹
䛂ㄡ䛛䚸䜑䛜䛽䛾┿
䜣୰䠄䝤䝸䝑䝆㒊ศ䠅
䛻䛺䛳䛶䛃䛸㻳ඣ䛜ゝ
䛔䚸ྑ┠䝺䞁䝈㒊ศ
䜢ᢸᙜ䛧䛶䛔䛯㻰ඣ
䛜䚸ᐷ䛭䜉䛳䛶䝤䝸䝑
䝆㒊ศ䛻䛺䜛䚹㻰ඣ
䛿䛂䛣䜜䛷䜘䛔䠛䛃䛸
⪺䛝䚸䛂䛔䛔䜘䛃䛸䛔䛖
㏉஦䛜䜾䝹䞊䝥ෆ
䛛䜙㏉䛳䛶䛟䜛䚹
㻨䜾䝹䞊䝥䛾⾲⌧䛻
ၥ㢟䛜䛒䜛䛣䛸䛻ᑐ
䛧䚸ⓙ䛷ゎỴ䜢✚ᴟ
ⓗ䛻ヨ䜏䜘䛖䛸䛩䜛
㻪䜑䛜䛽䛾ྛ㒊ศ䛾
ᢸᙜ䜢Ỵ䜑䜛䚹䝤䝸䝑
䝆㒊ศ䜢✚ᴟⓗ䛻
ᘬ䛝ཷ䛡䜛䚹⾲⌧䛾
☜ㄆ䜢⾜䛖䚹ᢸᙜ䛛
䜙ᢤ䛡䛯Ꮚ䛹䜒䛾㒊
ศ䜢䜹䝞䞊䛧䜘䛖䛸䚸
༠ຊ䛧ྜ䛖ጼ䛜ぢ䜙
䜜䜛䚹
㻝㻜㻦㻞㻣
ゅ䛾䜾䝹䞊䝥䛻䚸ゅ
䛾఩⨨䜢ᐃ䜑䚸඲ဨ
䛷䛭䛾ሙᡤ䛻⾜䛟䜘
䛖䛻ఏ䛘䜛䚹
䛂䛩䛤䛟⊃䛔䛛䜙䚸䛹
䛖䛧䜘䛖䛽䚹ఱ䛛䜘䛔
᪉ἲ䛿䛺䛔䛛䛺䛃
䛂䜏䜣䛺䚸୍⏕ᠱ࿨
䛣䜆䜔䜂䛢䛻䛺䛳䛶
䛔䜛䛛䜙䛽䚹㑧㨱䛿
䛧䛯䛟䛺䛔䛽䛃
䛂ゅ䜒஧䛴䛒䜛䛃䛸☜
ㄆ䛧ྜ䛔䚸䜖䛳䛟䜚
䛸䚸཭䛰䛱䛻䜆䛴䛛
䜙䛺䛔䜘䛖䛻㢌䛾ୖ
䛻⛣ື䛩䜛䚹
䛂ᐷ㌿䜣䛷䛧䜘䛖䛃䛸㻱
ඣ䛜ゝ䛔䚸ྑ䛾ゅ䜢
ᢸᙜ䛧䛯䜾䝹䞊䝥඲
ဨ䛜ᐷ㌿䜆䚹ᕥ䛾ゅ
䛾䜾䝹䞊䝥䛿䛭䜜䜢
ぢ䛶䛔䛯䛜䚸❧䛳䛯
䜎䜎䛷⫼ఙ䜃䜢䛧䛶
ゅ䜢⾲⌧䛩䜛䚹
ᕥ䛾ゅ䜢ᢸᙜ䛧䛯䜾
䝹䞊䝥䛿䚸ྑ䛾ゅ䜾
䝹䞊䝥䜢ぢ䛺䛜䜙䚸
䛂⚾䛯䛱䛿䛣䛾䜎䜎䛷
䛔䛔䜘䛽䛃䛸☜ㄆ䛧
ྜ䛔䚸䜾䝹䞊䝥඲ဨ
⣡ᚓ䛾ୖ䚸⾲⌧䛩
䜛䚹
㻨௚䜾䝹䞊䝥䛾⾲⌧
䜢ཧ↷䛧䚸䜸䝸䝆䝘
䝹䛾⾲⌧䜢䜾䝹䞊
䝥䛷ᐃ䜑䜛㻪௚䛾䜾
䝹䞊䝥䛾⾲⌧䜢ぢ
䛶ཧ⪃䛻䛿䛩䜛䛜䚸
⮬ศ䛯䛱䛿䚸䜸䝸䝆
䝘䝹䛾⾲⌧䜢⾜䛚䛖
䛸䛧䚸᪉ἲ䛻䛴䛔䛶
䜾䝹䞊䝥䛷☜ㄆ䛩䜛
ጼ䛜ぢ䜙䜜䜛䚹
㻝㻜㻦㻟㻜
඲䜾䝹䞊䝥䛜䚸䛭䜜䛮䜜䛾ᢸᙜ䛩䜛㒊఩䛾఩⨨䛻⾜䛟䛣䛸䛜䛷䛝䛯䛾䛷䚸䜎䛸䜑䛾άື䛸䛧䛶䚸඲ဨ䛷䜂䛢䛨䛔䛥䜣䜢⾲⌧䛧䛺䛜䜙
ḷ䛖䛣䛸䜢ᩍᖌ䛜ᥦ᱌䛩䜛䚹㏵୰䚸䜑䛜䛽䜾䝹䞊䝥䛾ᡭ䛜㞳䜜䜛䚸⫼ఙ䜃䜢䛧䛶䛔䜛Ꮚ䛜䚸㛗᫬㛫䛾ྠ䛨ጼໃ䛻⪏䛘ษ䜜䛪ఇ䜐䚸
୙Ᏻᐃ䛺ጼໃ䜢⥆䛡䛶䛔䜛Ꮚ䛹䜒䛜䝞䝷䞁䝇䜢ᔂ䛩䛺䛹䛾䜰䜽䝅䝕䞁䝖䛜䛒䛳䛯䛜䚸䜾䝹䞊䝥ྠኈ䛷ᡭ䜢䛴䛺䛞┤䛧䛯䜚䚸䝞䝷䞁䝇
䜢ᔂ䛧䛯Ꮚ䛹䜒䜢ᨭ䛘ྜ䛖䛺䛹䛾ጼ䛜ぢ䜙䜜䛯䚹
Ꮚ䛹䜒䜢䚸䜂䛢䞉䛣䜆䞉ኳ≸䞉䜑䛜䛽䞉㉥㨣䛾ゅ䜾䝹䞊䝥䛻ศ䛡䚸䜂䛢䜾䝹䞊䝥䛛䜙㡰␒䛻䚸䜂䛢䛜⏕䛘䛶䛔䜛䛸䜾䝹䞊䝥䛜ᐃ䜑䛯
ሙᡤ䛻඲ဨ䛷⛣ື䛧䚸䛭䛾ሙ䛷䛂䜂䛢䛃䛻䛺䜚䛝䜛⾲⌧㐟䜃䜢䛧䜘䛖䛸䚸ᩍᖌ䛜ᥦ᱌䛩䜛䚹
 「人とかかわる力」を育む音楽活動―「ひげじいさん活動」に見られる、子どものかかわりの変容に着目して― 39
いう複数の音に定まった。この後、こぶじいさん、天狗さんの擬態語を探すときも、子どもた
ちは、教師のかかわりをほとんど必要とせず、積極的に意見を出し、更に要領よく擬態語を定
めていった。
ここでは、ひげ剃りの音などにふさわしい擬態語を提案し、イメージを共有化しながら、目
標を達成し、かかわりを深めていく子どもたちの姿が見られる。実体験に基づく音のイメージ
を友だちに伝え、共感を求めて表現を行っていることが、B児の何度も実演を行う姿や、賛同
を得ようと積極的に提案し、表現する子どもの姿に表れている。教師の介在を必要とせず、友
だちと擬態語を定めていく姿から、興味の共同体が更に広がり、目的を定めて活動を推し進め
る仲間意識が強まっていることが感じられる。佐藤は、幼稚園児の「スプラッシュマウンテン
作り活動」の中で、他の幼児が自分たちの作ったものを喜んでくれたという経験が、制作した
グループの感情的共有を強化する役割を果たし、試行錯誤を経て作品を完成した達成感を更に
高め、喜びが倍増することにつながったと述べている。（5）この場面では、最初は教師の声がけ
が、きっかけになっているが、それをB・C児が受け継ぎ、他の園児に喜ばれる提案をするこ
とにより、感情的共有を得て、皆が納得する擬態語が決定している。活動を進めていく過程の
中で、他者に認められたり、喜ばれたりすることによって小さな達成感を得ることが、かかわ
りの中で活動を進める原動力となり、友だち同士の関係を深めていくことが、この場面から読
み取れる。
ひげじいさんの擬態語作りのまとめ部分では、教師が、子どもたちの定めた擬態語をどのよ
うに使い、歌を完成すればよいかを問う（10：04 ②）。子どもたちが、口々に教師に解決方法を
言い出したので（10：04 ③④）、その場は騒然となったが、D児が手を挙げると、全員が静かに
なり、聞く姿勢を見せた。「全部つなげて歌えばよい」という提案に、ほぼ全員の子どもが賛同
し（10：04 ⑤）、それ以降は、新しい歌い方の提案は出ず、「つなげるバージョンでやってみた
い」と意欲的な発言や、「それがいい」「つなげて」と、教師に歌うことを催促する子どもの声
が次々に挙がった（10：04 ⑥）。教師が子どもたちと一緒に、つなげるバージョンを歌い終わる
と、終了と同時に笑いが出て、この方法に子どもたちが満足していることが感じられた（10：
06）。
佐藤は、活動中の成功が、子どもたちの共感度を増すことにつながり、参加者に達成感を与
え、その喜びの感情の共有が、次の活動の推進力になるという。（6）この場面では、クラス全員
で、問題解決の方法を探し出すことに成功したことが、子どもたちに達成感を与え、すべての
擬態語をつなげて全員で歌ってみようとする活動を推進している。また、歌った後の子どもの
笑い声と、その後に何度もつなげるバージョンを繰り返す姿から、この方法に子どもたちが満
足しており、成功した喜びを共有することによって、活動を活性化させていることがわかる。
「ひげじいさん」擬態語作りでは、手遊びから、歌詞を付け加える活動に発展させたことによ
り、共感を引き出すことに子どもが積極的になり、それによって、消極的なかかわりから、興
味の共同体として関係を深めていく子どもの様子が伺われる。また、擬態語を考え、他者の共
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感を得られたことが、提案を支持される喜びの経験となり、以降の活動がスムーズに行われる
要因となっている。
以上により、手遊びを発展させた「ひげじいさん」擬態語作りは、共感を引き出し、かかわ
りを深め、次の活動を活性化することにつながるという意味で、「人とかかわる力」の土壌を担
う活動と言える。
（2）「ひげじいさん」の顔作り（表 1　10：08から 10：16）
①遊びの内容
ひげじいさんの顔の部位を段ボールで教師が作成し、子どもたちが床に部位を置いて、顔を
作る。部位には、目（2個）・鼻（1個）・上唇（1個）・下唇（1個）という、どの部位か明確な
ものと、ポリエチレン丸棒という、何の部位に使用されるのかを子どもたちにイメージしても
らうものとがある。
②子どもの「かかわりの変容」と考察
活動のはじめは、目の部分を持った 2つのグループ（以下A・Bグループと記す）は、どこ
に置くのかお互いに聞き合い、しばらくやりとりが続いた（10：09 ③）。そのうちに、Aグルー
プ（3名）が、部屋のほぼ中央に目を置こうとし、それを見たBグループが、「もっと端の方に
置いてほしい」と要求した。周りの子どもからも、「もう少しこっち」など、二つの目の位置を
離そうとする声が挙った（10：09 ④⑤）。教師が、「床いっぱいに顔をつくりたい」と言うと（10：
09 ②）、A・Bグループから、「じゃあ、もっと目の間を離さないと」「鼻がここにくるから、目
はもっと上だよ」などの声が挙がり、「では、このへんに置こう」と納得し合う声や、目を引っ
張って勝手に置こうとする子どもに、置き場所が不適当である理由を言う子ども、それに納得
したり、反発する子どもが見られた（10：09 ⑥）。
ここでは、グループで担当した顔の部位を、どの位置にどのように置くのかを考え、グルー
プ外の意見も取り入れながら、置き場所を定めようとする子どもの様子が見られる。最初は、グ
ループ内だけの考えで、適当に目を置こうとしたAグループが、二つの目は左右対称に置くこ
と、他の部位の位置関係を考えて配置することを理解していく様子が、Bグループや周りの子
どもたちの声を聞きながら、配置しようとする姿勢から伺える。床いっぱいに顔を作ることを
子どもたちが理解してからは、空間と部位の位置・他の部位（鼻・口）とのバランスを考えて、
話し合って目を置こうとする様子が見られる。配置場所を定める理由を他者に伝え、顔のイメー
ジを共有するために意欲的に表現し合い、他の部位が配置される場所の予測に対し共通理解を
得られたことが、グループ内、2つのグループ間、周りの子どもとの会話を引き出し、相互の
かかわりを深めている。
最後に、教師がポリエチレン丸棒を見せ、何の部位になると思うか尋ねると、D児から、「耳」
と提案があった。しかし、何故「耳」になるのか理解できないことを伝えるなど、この意見に
賛同しない子どもが多かったので、D児は、ポリエチレンを曲げて、耳の形にすることで、理
由を示そうとした。次に、E児が「帽子」と提案した。これには多くの園児が反応し、帽子は
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体の部位ではないと主張する子どもが多かった（10：15 ③④⑤）。ここでは、素材をどの部位に
使うのかに対し、全員が納得する案が出るまで、反対する理由や、意見の根拠を述べるなど、活
発な会話が行われている。D児は、自分の思いつきに対し、皆が納得しないことを感じ取り、曲
げて耳を形づくることでイメージを伝え、共感を得ようとしたと考える（10：15 ⑥）。また、E
児は、身体の部位ではないという意見を聞いて納得し、自分の主張を繰り返そうとはしなかっ
た。ここでは、他者の意見に対して、単に反発や同意をするのではなく、理由を表現を交えて
伝えようとするなど、全員が納得できる案を探索する、問題解決の活動が進められている。
この後、F児がポリエチレン丸棒を「しわ」に使うことを提案し、全員が強い興味と同意を
示した（10：16 ④）。何人かの子どもたちは、教師のところまで来て、ポリエチレン丸棒を貸し
てほしいと言い、顎の部分に配置して、皆に見せた。続いて、他の園児たちが、頬の部分にポ
リエチレン丸棒を持っていこうとし（10：16 ③）、周りの子どもからも、目の横にもしわがある
と、置く位置を促す声が挙がった。全員がポリエチレン丸棒を「しわ」に使うことに共感して
いることが、これらの言動からわかる。H児が、祖父の耳に「しわ」があると伝えた時、びっ
くりする声が多数挙がり、すぐに、耳に「しわ」を置きだした（10：16 ⑤）。この場面では、素
材の活用法に対し、納得するまで話し合い、共感や反対を経ながら、定めていく子どもの様子
が見られる。また、「しわ」にすることを決めてからは、実際に配置することによって、全員で
位置を確認し、どこにどのように配置するのかを、意見を取り入れながら定め、子どもたち一
人ひとりが、協同して活動を進める一員として、役割を担っていることがわかる（10：16 ⑥）。
「ひげじいさん」の顔作りでは、素材を使って、共同作業を行うことにより、グループ内での
意見調整が行われ、素材の活用法に対し、提案理由、反対意見の根拠などを言う姿勢が引き出
されている。また、人の意見を取り入れ、良いと思う意見を皆が納得・確認できるよう、一人
ひとりが自然に役割分担し、積極的に動いている。以上により、「ひげじいさん」の顔作りは、
意見調整する、皆が納得できるまで粘り強く活動にかかわる、一人ひとりが、活動に必要な役
割を果たすという意味で、「人とかかわる力」を引き出し、深める活動と言うことができる。
（3）「ひげじいさん」顔の部位になる遊び（表 2　10：17から 10：30）
①遊びの内容
（2）で作成した顔を使い、歌詞に登場する、ひげ・こぶ・天狗・めがね・赤鬼（角部分）の
担当に子どもたちが分かれ、ひげの担当であれば、ひげが生えているとグループが考える場所
に全員で移動し、ひげを表す身体表現を歌いながら行う。
②子どもの「かかわりの変容」と考察
活動のはじめに、J児とK児の間で、ひげの位置について揉めることがあったが、時間の経
過とともに、グループ全員が納得し、顎の下にひげの位置を定めることになった（10：18 ⑤）。
揉めた際、顎の位置に勝手に行こうとするO児を、「まだ決まってない」と止めるQ児の姿が
見られた。また、他の園児は、誰もその場を動こうとしなかった。ここでは、まず、位置を決
めてから、場所に移動するというルールに従い、意見調整を行っている間に独断で動こうとす
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る園児を、話し合いの場に戻すなど、グループで行動しようとする意識の育ちが見られる。こ
の後、グループは顎のところに行き、寝転がることによって、ひげの部分を表現することを定
めたが、表現を定める話し合いの際、誰もその場から動こうとせず、スムーズに決めることが
できた。意見調整を行うときのルールと姿勢を体得し（10：18 ④）、次の活動に生かし、グルー
プ内で協同して表現活動を進めることにより、かかわりが深まっている（10：18 ⑥）。
こぶ担当のグループは、L児の発言を取り上げ（10：20 ③）、二つのこぶに分かれることに全
員が共感し（10：20 ⑤）、右頬と左頬の場所でうずくまることにより、こぶを表現した。二手に
分かれる際、F児が、「Mがこちらに行くならば、私は右頬に行った方がいいね」と言うなど、
担当する人数が左右均等になるよう考えた発言があった（10：20 ④⑤）。ここでは、個人の発案
をグループの考えとして取り上げ、人数の配分を考え、グループ内で納得して行動する子ども
の姿が見られる。次の天狗グループ以降は、寝そべっているひげグループ、両頬に分かれてう
ずくまっているこぶグループにぶつからないように、グループで定めた位置に移動しなければ
ならなかった（10：22 ③）。この先のグループ全員に、「こちらから行こう」など、混雑を避け
て、グループが手をつないで移動するなどの様子が見られた。ここでは、他グループに邪魔に
ならないための工夫や、グループとして安全に移動することを考えようとする子どもの姿が見
られる（10：22 ④）。B児がグループの皆に、「天狗は鼻が高いから背伸びをしよう」と呼びか
け、全員が納得して爪先立ちになった。しかし、「背伸びを続けると辛い」という声が挙がり、
「順番に背伸びをしたらよい」「交代する」と解決策を考え、グループで実施していた（10：22
④⑤）。こぶ・天狗グループでは、全員が納得して定めた表現方法を実現するために工夫したり、
グループ全員が気持ちよく表現できるように条件を変えたり、修正しながら活動を進めていく
かかわりの姿が見られる（10：22 ⑥）。
めがねグループは、混雑し、ほとんど身動きが取れなくなってきた時の移動であったため、め
がねの右レンズ、左レンズ担当にはじめから分かれて、2グループ（3名ずつ）で移動すること
を、子どもたちが取り決めた（10：25 ③）。3名で手をつなぎ、ダンボールの目を囲んで座り、め
がねのレンズ部分を表現した（10：25 ④）。ブリッジの部分がないことに気がついたG児が、ブ
リッジ部分になってほしいと声を挙げ、D児が右レンズ部分から抜け出して、ブリッジ担当を
申し出た。D 児は寝転がる表現によってブリッジを作り、グループ内の賛同を得ていた（10：
25 ⑤）。右レンズ担当のD 児が抜けたため、残った二人の園児が、間合いを詰めて手をつなぎ、
レンズ部分を作り直していた（10：25 ④）。ここでは、グループで移動ができないと判断した園
児たちが、どれぐらいの人数でどのように移動するかを考え、定めている姿が見られる。また、
一度作り上げた表現を修正し、めがねの表現をより良いものにする、表現に対してグループ全
員の了解を得る、修正後の後始末を考えるなど、かかわりの中で表現を工夫する姿が見られる
（10：25 ⑥）。
最後の角グループは、ほとんど身動きできない状態の中での移動だったので、ゆっくりの歩
調でグループ全員が移動することを定めていた。教師は何も言わなかったが、角が二つあるこ
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とに子どもたちが気づき、左右の角に自然に分かれた（10：27 ③）。その後、右角のグループは、
寝転んで背伸びをすることによって角を表現したが、それを見た左角グループは、「このままで
いいよね」という確認をグループ内で行い、立ったまま背伸びをして角を表現する方法を変え
なかった（10：27 ④⑤）。めがね・角グループは、ひげ・こぶ・天狗グループの行動を参考に、
表現する部位の形状に気づき、役割分担を行い、移動・表現に対して発生した問題をグループ
内で解決している。また、角グループは、他者の表現を参考にし、自分たちの思う表現を納得
の上、取り決めている。
以上により、「ひげじいさん」顔の部位になる遊びでは、グループメンバーが気持ち良く表現
するために、ルールを守り、条件を変更し、表現の修正を協同して進めていることがわかる。
「ひげじいさん」顔の部位になる遊びは、相互関係の中で活動を工夫し、グループ活動の中で起
こる問題解決に積極的に取り組むという意味で、協同の学びにつながっていく、「人とかかかわ
る力を育む活動」と言うことができる。
5．総合的考察
「ひげじいさん活動」では、活動の様々なところで、かかわりを深めている子どもたちの姿が
見られる。かかわりを深めたきっかけは、興味の広がりであり、他者に向けて表現することが、
更に関係を深める要因となっている。手遊びや表現遊びを楽しむだけではなく、手遊びで得た
興味や関心を表現遊びで広げていくことが、子どもたちが、興味を同じくする共同体として、活
動を推し進めていくことにつながったと考える。お茶の水女子大学子ども発達教育センターは、
「幼児教育ハンドブック」の人とかかわる力を育てるための活動の章で、遊びを通して人とかか
わる楽しさや、遊びを進める際のルールを学ぶ活動の教育的意義を記している。活動の中で、他
者の話を聞いたり、自分の意見を言う機会を、日常的に保育に取り入れることにより、子ども
たちだけで協力や相談活動をできるようになっていくこと、子どもたちが協力して展開してい
る活動を、全体に広めていくことで、園児全員が行う活動に推し進めていくことが可能になる
ことを述べている。（7）
園の中では、子どもたちが、協力して展開している活動がたくさん存在する。砂場での山崩
し、順番を待つジャングルジム、ごっこ遊び、手遊びや表現遊びも、他者との関係の中で成り
立っている遊びである。これらの遊びを、単なる自由遊びに終わらせず、興味を広げながらルー
ルを確認し、相談し合っていくような、かかわりを意識した活動にする工夫を、教師が日常的
に、頻繁に取り入れることが、活動を園児全員が推し進めることを可能にする。「ひげじいさん
活動」のように、子どもが園生活の中でよく行う音楽活動から、協同して進める活動まで広げ
る工夫を日常的に行うことが、「人とかかわる力」を育むために有効だと考える。
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